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いみず野だより　２

美
味
し
い
枝
豆
の

�

茹
で
方

①
枝
豆
を
水
洗
い
し
、

た
っ
ぷ
り
の
塩
で
さ
や

の
毛
が
落
ち
る
く
ら
い

よ
く
も
む
。（
塩
も
み

後
、
水
洗
い
し
な
い
）

⑥
う
ち
わ
や
扇
風
機
で
す

ば
や
く
冷
や
せ
ば
、
で

き
あ
が
り
。（
水
で
冷

や
す
と
風
味
が
損
な
わ

れ
る
）

⑤
ザ
ル
に
広
げ
て
、
熱
い

う
ち
に
お
好
み
で
塩
を

ま
ぶ
す
。

④
３
〜
５
分
の
短
時
間
で

さ
っ
と
茹
で
あ
げ
、
や

や
硬
め
で
火
を
止
め

る
。（
火
を
止
め
る
時

は
必
ず
沸
騰
し
て
い
る

こ
と
）

③
す
ぐ
に
お
湯
の
塩
加
減

を
確
認
し
、
薄
け
れ
ば

塩
を
加
え
る
。

②
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
水
を

入
れ
、
沸
騰
さ
せ
て
か

ら
塩
も
み
し
た
枝
豆
を

入
れ
る
。

　射水市特産の黒大豆枝豆「富山ブラック」の収穫が最盛期を迎えています。

　平成25年に、えだまめ部会が設立され、栽培技術向上のために一丸となっ

て取り組んできました。平成30年には、食の安全や環境保全に取り組む農場

に与えられるＪＧＡＰ団体認証を取得しました。また、ＪＡが事業実施主体と

なり、えだまめの収穫と選別機械を導入し、生産者へ貸出しすることで省力化

や作業効率の向上につながりました。

　作付面積は平成17年の1.7haから、令和４年には39haまで拡大

し、販売金額は令和３年度において4,893万円に達しました。

　今後とも、“選ばれ続ける産地”を維持するため、品質の管理を

徹底するとともに、県内外の市場において「富山ブラック」という

ブランドとしてＰＲ活動を積極的に行っていきます。

射水市特産「富山ブラック」出荷最盛期

今
年
も

�

た
く
さ
ん
採
れ
た
ぞ
〜
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７
月
４
日（
月
）、
射
水

市
と
市
議
会
に
対
し
「
肥

料
・
飼
料
価
格
高
騰
に
伴

う
農
業
者
へ
の
財
政
支
援

に
つ
い
て
」
の
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
産
の
農
産
物

生
産
に
掛
か
っ
た
肥
料
代

と
飼
料
代
は
、
令
和
３
年

産
と
比
較
し
射
水
市
全
体

で
約
４
，５
３
０
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

年
明
け
以
降
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
や
円
安
の
影
響
に

よ
り
令
和
５
年
産
に
向
け

て
使
用
す
る
肥
料
や
飼
料
の
価
格
が
さ
ら
に
高
騰
す
る
こ
と
か
ら
、

緊
急
的
に
農
家
組
合
員
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
市
と
議
会
に

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　

山
崎
射
水
市
議
会
議
長
か
ら
は
「
生
産
コ
ス
ト
が
増
え
て
も
米

や
野
菜
の
価
格
は
上
が
ら
な
い
の
が
現
状
で
、
農
業
を
継
続
し
て

い
く
の
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。」
と
理
解
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、
早
期
予
約
の
徹
底
や
物
流
の
効
率
化

を
徹
底
し
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
る
と
し
、
射
水
市
か
ら
の

国
・
県
へ
の
財
政
要
望
と
農
業
者
支
援
を
重
ね
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

６
月
17
日（
金
）
令
和
４
年
産
大
麦
の
初
検
査
が
新

湊
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
麦
荷
受
け
は
６
月
１
日
か
ら
始
ま
り
、
６
月

10
日
に
収
穫
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
回
検
査
を
受
け
た
数
量
は
、
１
３
５
ｔ
で
全
量
１
等

に
格
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
産
大
麦
の
品
質
は
、
容
積
重
は
前
年
並
み
、
千
粒

重
は
や
や
重
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
粒
形
・
充
実
度
・
光
沢
は
前
年
並
み
、
被
害
粒

の
混
入
は
無
く
、
総
体
的
に
昨
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

作
柄
は
、
平
年
と
比
較
し
て
穂
数
が
か
な
り
多
く
、
登
熟

期
間
は
平
年
並
み
の
43
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
量
に
つ
い
て
は
、
昨
年
よ
り
多
い
見
込
み
で
、
整
粒

歩
合
75
％
以
上
を
目
途
に
良
品
質
麦
の
調
整
作
業
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

射
水
市
と
市
議
会
へ
要
望
書
提
出

令
和
４
年
度 

大
麦
初
検
査

　

横
田
富
山
県
副
知
事
が
県
下
の
全
農
協
を
訪
ね
て
、
地
域
に

お
け
る
農
業
の
課
題
や
方
向
性
等
に
係
る
意
見
交
換
を
行
う
一

環
と
し
て
、
７
月
４
日
に
当
Ｊ
Ａ
へ
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
田
副
知
事
か
ら
、「
現
在
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
少

子
高
齢
化
に
伴
う
人
手
不
足
や
後
継
者
不
足
に
加
え
新
た
な
担

い
手
確
保
等
の
人
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
ま
た
、
米
の
消

費
減
退
に
よ
り
需
要
量
が
毎
年
10
万
ト
ン
ず
つ
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
さ
ら
な
る
園
芸
作
物
の
生
産
拡
大
に
注
力

で
き
る
よ
う
県
と
し
て
で
き
る
だ
け
の
支
援
を
行
い
た
い
。」
と
、

冒
頭
の
挨
拶
に
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
は
、

農
協
の
立
地
条
件
や
米
・

園
芸
作
物
の
作
付
面
積
、

営
農
組
織
や
担
い
手
の
現

状
等
が
話
さ
れ
、
同
行
さ

れ
た
堀
口
富
山
県
農
林
水

産
部
長
か
ら
は
、
当
Ｊ
Ａ

で
取
り
組
ん
で
い
る
籾
殻

燃
焼
灰
の
肥
料
化
は
国
の

掲
げ
る
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
先
駆

的
な
事
例
で
あ
り
、
今
後

と
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

副
知
事
と
意
見
交
換

山崎射水市議会議長、塚本組合長、廣田常務、野尻常務

挨拶される横田副知事



いみず野だより　４

　

コ
ロ
ナ
禍
で
沈
ん
だ
世
の
中
を
支
え
る

の
は
女
性
た
ち
の
明
る
さ
だ
。
そ
ん
な
書
き

出
し
で
、
こ
と
し
の
元
日
特
集
を
つ
づ
っ
た
。

　

ま
ず
は
Ｊ
Ａ
み
な
穂
通
信
員
の
桑
守
さ
ん

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
農
業
の
最
前
線
で

活
躍
す
る
「
お
い
し
い
野
菜
部
」
の
女
性

た
ち
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、

県
内
の
Ｊ
Ａ
女
性
部
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む

農
業
や
地
域
を
支
え
よ
う
と
独
自
企
画
を

展
開
し
て
き
た
こ
と
も
記
事
に
ま
と
め
た
。

　

締
め
く
く
り
は
Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性
組
織

協
議
会
の
谷
井
悦
子
会
長
（
肩
書
は
新
聞

掲
載
時
）
の
言
葉
で
あ
る
。

　
「
女
性
が
声
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

駄
目
。
活
動
の
中
心
に
入
っ
て
い
か
な
い

と
。」
取
材
で
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
谷
井

さ
ん
の
多
く
の
言
葉
か
ら
、
そ
の
ひ
と
言

を
選
ん
だ
。
そ
れ
は
後
輩
女
性
た
ち
へ
の

エ
ー
ル
で
あ
り
、
同
時
に
、
ご
自
身
を
鼓

舞
す
る
言
葉
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
か
ら
だ
。

　

２
カ
月
後
、
は
か
ら
ず
も
谷
井
さ
ん
は

Ｊ
Ａ
な
の
は
な
の
代
表
理
事
組
合
長
に
就
く

こ
と
に
な
り
、
５
月
末
の
総
代
会
と
組
織

役
員
会
で
あ
ら
た
め
て
信
任
を
得
た
の
だ
っ
た
。

　

い
ず
れ
も
全
国
版
に
書
か
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　

女
性
の
組
合
長
が
富
山
県
初
で
、
全
国

で
も
過
去
に
数
例
し
か
な
い
か
ら
書
い
た

の
で
は
な
い
。
心
意
気
に
打
た
れ
た
。

こ
の
典
型
的
な
男
社
会
で
ト
ッ
プ
に
就
く

覚
悟
は
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
彼
女
は
い
つ
も
お
お
ら
か
だ
し
、

何
が
あ
っ
て
も
引
く
こ
と
の
な
い
強
さ
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

横
田
美
香
副
知
事
も
そ
の
よ
う
な
お

一
人
か
も
し
れ
な
い
。
横
田
さ
ん
と
谷
井

さ
ん
を
は
じ
め
、
県
や
Ｊ
Ａ
で
活
躍
す
る

女
性
た
ち
が
意
見
を
交
わ
す
会
を
先
日
取

材
し
た
。
細
か
く
は
書
か
な
い
が
、
な
ご

や
か
で
、
と
て
も
痛
快
な
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

　

昔
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
が
「
サ
ウ
ス
ポ
ー
」

で
歌
っ
て
い
た
こ
と
を
今
頃
に
な
っ
て
思

い
出
し
た
。
仕
事
が
丁
寧
な
だ
け
で
な
く
、

引
か
な
い
、
逃
げ
な
い
。
そ
ん
な
女
性

た
ち
が
肩
ひ
じ
張
ら
ず
真
の
実
力
を
発
揮

で
き
る
日
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
が
、
周
囲
の

雑
音
な
ど
気
に
せ
ず
、
わ
が
道
を
歩
ん
で

ほ
し
い
。

本田　光信（ほんだ みつのぶ）ープロフィールー
　1966 年生まれ、平成の幕開けとともに一般紙記者にな
り、報道・編集の現場で仕事をしてきた。デスクなどを務
めて退職し、フリーとして活動。2021 年から日本農業新
聞富山通信部ライター。著書や共同執筆による出版多数。
「文藝春秋」、日本新聞協会「新聞研究」などに執筆暦あり。
富山県内で農業現場を取材する日々の中、生産者や JA、
行政をはじめ、多くのみなさんの声を聴いている。新聞記
事には表現しきれなかった思い、こぼれ話などを拾い上げ
ながら未来を見つめていきたい。題して「われらアグリ応
援団」。

第
７
回
「
女
性
の
時
代
に
」

堂

々

と

活

動

の

中

心

へ

日
本
農
業
新
聞
富
山
通
信
部

�

ラ
イ
タ
ー
　
本
田 

光
信

E
SSAY

07

われら

アグリ応援団

JAなのはなの総代会で
あいさつする谷井組合長なごやかに横田副知事と

意見交換したJA富山県
女性組織協議会

　

第
39
回
農
業
機
械
総
合
大
展
示
会
「
農
機
フ
ェ
ア

２
０
２
２
」
が
、
７
月
９
日
（
土
）
・
10
日
（
日
）
の
２
日
間
、

富
山
産
業
展
示
館
「
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
と
や
ま
と
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が

協
力
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
ヰ
セ
キ
や
ク
ボ
タ
、
ヤ

ン
マ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
約
30
社
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や

コ
ン
バ
イ
ン
、
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
飛
行
機
）
等
、
約
１
，

０
０
０
点
を
出
展
す
る
県
内
最
大
の
農
業
機
械
展
示
会
で
す
。

　

今
回
の
展
示
会
で
は
、「
富
山
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
オ
ス
ス

メ
す
る
い
ち
お
し
農
業
機
械
」
や
、
話
題
の
最
新
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
、
Ｊ
Ａ
全
農
と
や
ま
が
普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る

ス
マ
ー
ト
農
業
の
紹
介
ブ
ー
ス
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
各
メ
ー

カ
ー
担
当
者
が
機
械
の
操
作
方
法
や
機
能
性
等
を
紹
介
し
、
来

場
者
は
試
乗
体
験
等
を
し
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
営
農
コ
ー
ナ
ー
で
は
環
境
負
荷
低
減
や
労
力
軽

減
・
省
力
化
を
図
っ
た
生
産
資
材
も
展
示
・
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
保
険
・
融
資
の
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

展
示
以
外
の
ブ
ー
ス
で
も
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
機
フ
ェ
ア
２
０
２
２
開
催
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年金お受取りご予約様限定の特別なご案内

ご予約は☎0766-52-0117（貯金為替課）まで

QRコードを読み込んで
お電話がかけられます

お申し込みはお早めに

ご存知ですか？

まずは年金について知ろう！

自分の年金について個別相談するなら

年金無料セミナー

年金無料相談会

2022年４月より年金の受給ルールが変更になりました�

年金について
専門家が
お答えします
完全予約制

私の場合、年金は
いくらもらえるの？

私の場合、いつから
年金をもらうと
お得になるの？

働いている間は
年金はどうなるの？

開催日程（各回先着10組様限定）
令和４年９月25日㈰

10：00〜12：00

いみず野農協 本店３階

開催日

開催時間

開催場所

開催日程（各回先着３組様限定）
令和４年８月28日㈰

①  9：00〜10：00
②10：00〜11：00
③11：00〜12：00

いみず野農協 本店２階

開催日

開催時間

開催場所

年金を知って
人生設計の
参考にしたい

年金っていつから
もらえるの？

年金定期便が
届くけれど何が
書いてあるの？



肥田  知久

役
員
会
だ
よ
り

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案　

令
和
3
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
作
成
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

組
織
機
構
図
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

令
和
3
年
度
下
期
監
事
監
査
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
事
項
に

　
　
　
　
　
　

関
す
る
措
置
回
答
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

大
口
貸
出
金
の
申
込
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

加
工
用
米
・
備
蓄
米
の
共
同
計
算
（
プ
ー
ル
計
算
）
の

　
　
　
　
　
　

終
了
に
つ
い
て

第
六
号
議
案　

職
制
業
務
分
掌
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
5
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、
理
事
会
付
議
大
口
融
資
案
件
の
残
高
推
移
に
つ
い
て

三
、
余
裕
金
運
用
状
況
（
第
1
四
半
期
）
及
び
運
用
計
画
（
第
2
四
半
期
）

　
　

の
変
更
に
つ
い
て

四
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
（
資
料
当
日
）

五
、
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

六
、
組
合
員
加
入
脱
退
状
況
（
３
月
～
５
月
）
に
つ
い
て

七
、
固
定
資
産
（
土
地
）
の
売
却
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

－

第
２
回
定
例
理
事
会

－

－

第
２
回
監
事
会

－

◆
協
議
事
項
◆

一
、
令
和
４
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

二
、
令
和
４
年
度
上
期
監
事
監
査
に
向
け
て
の
必
要
事
項
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
令
和
３
年
度
下
期
監
事
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

＊（　）内の数字は前年同期比

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和４年５月末日）

正組合員数� 5,200人　
� （△   65人）
准組合員数� 8,133人　
� （△   317人）
みなさまの貯金高� 1,415億14百万円　
� （△  18億  1百万円）
みなさまへの貸出金�288億87百万円　
� （     3億50百万円）
長期共済保有高� 2,630億円　
� （△  102億40百万円）
購買品供給高� 10億71百万円　
� （△  1億32百万円）
販売品販売高� 1億51百万円　
� （△  4百万円）

日
時　

令
和
４
年
６
月
20
日
㈪

　
　
　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

�

３
階
大
ホ
ー
ル

日
時　

令
和
４
年
６
月
20
日
㈪

　
　
　

午
後
０
時
55
分
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

�

２
階
会
議
室

いみず野だより　６

磯はなびから
この夏おすすめ宿泊プランのご案内

2022.7.1（金）〜8.31（水）



●
小
学
生
と
農
業
体
験

　

爽
や
か
な
青
空
が
広
が
る
６
月
４
日

（
土
）、
第
１
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験

２
０
２
２
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
元
気

い
っ
ぱ
い
小
学
５
・
６
年
生
27
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
定

植
し
ま
し
た
。
今
回
用
意
さ
れ
た
苗
は

「
紅
あ
ず
ま
」
と
「
紅
は
る
か
」
で
、
苗

を
手
渡
さ
れ
た
子
供
た
ち
は
穴
の
開
い
た

マ
ル
チ
に
深
く
手
を
潜
ら
せ
、
丁
寧
に
定

植
を
行
い
ま
し
た
。
雑
草
を
防
ぐ
た
め
の

「
黒
マ
ル
チ
」
と
い
う
ビ
ニ
ー
ル
を
張
る

等
、
慣
れ
な
い
作
業
に
苦
戦
し
な
が
ら
も

コ
ツ
を
掴
み
、
班
の
み
ん
な
で
協
力
し
な

が
ら
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

畝
が
足
り
な
く
て
急
遽
追
加
す
る
と
い
う

頼
も
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
あ
し
つ
き
の
郷
へ
移
動
し
、
ニ
ラ

の
収
穫
と
調
整
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
４
個
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
く
ら

い
沢
山
の
ニ
ラ
を
収
穫
し
、
選
別
や
袋
詰

め
も
行
い
ま
し
た
。

　

お
土
産
に
は
、
収
穫
し
た
ニ
ラ
を
た
っ

ぷ
り
使
用
し
た
チ
ヂ
ミ
・
だ
し
巻
き
卵
・

オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
炒
め
や
さ
つ
ま
い
も

ご
飯
等
、
女
性
部
特
製
の
愛
情
た
っ
ぷ
り

弁
当
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。 女性部だより

　

秋
に
は
大
き
く
育
っ
た
さ
つ
ま
い
も
の

収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
と
て

も
楽
し
み
で
す
。�

（
小
杉
支
部
）

今
後
の
日
程

７
月
21
日
㈭　

料
理
教
室

　
　

22
日
㈮　

手
芸
教
室

　
　

25
日
㈪　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
海
老
江
東
町

８
月
９
日
㈫　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
　

22
日
㈪　

第
２
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業

な
る
毒
餌
で
す
。
日
本
に
は
54
種
が
生
息

し
て
お
り
、「
１
匹
み
た
ら
×
１
０
０
匹

い
る
と
思
え
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
繁
殖
力

が
あ
り
、
１
匹
の
ゴ
キ
ブ
リ
か
ら
40
日
で

１
５
０
匹
に
増
産
す
る
よ
う
で
す
。

　

説
明
の
後
、
３
班
に
分
か
れ
て
作
り
始
め

ま
し
た
。

①
ボ
ー
ル
に
米
ぬ
か
を
入
れ
、
ホ
ウ
酸
を

加
え
よ
く
か
き
混
ぜ
る
。

②
グ
リ
セ
リ
ン
を
加
え
、
水
を
足
し
な
が

ら
よ
く
こ
ね
る
。

③
粘
土
状
に
な
り
耳
た
ぶ
位
の
固
さ
に
な

れ
ば
完
成
。

　

約
30
分
で
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
各
自

持
ち
寄
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
に
詰
め

込
み
、
完
成
で
す
。
出
来
た
も
の
を
人
数

で
分
け
る
と
９
個
に
な
り
ま
し
た
。

　

ゴ
キ
ブ
リ
は
油
脂
の
匂
い
に
誘
わ
れ
、

糖
類
の
味
が
好
み
だ
そ
う
で
、
台
所
の
シ

ン
ク
下
や
排
水
管
の
付
け
根
等
、
水
・
餌

の
豊
富
な
場
所
に
仕
掛
け
る
の
が
効
果
的
で
す
。

　

こ
の
世
の
中
か
ら
絶
滅
す
る
ほ
ど
や
わ

な
昆
虫
で
は
な
い
の
で
来
年
も
目
玉
企
画

と
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
水
戸
田
支
部
）

●
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
作
り
教
室

　

連
日
猛
暑
日
が
続
き
、
梅
雨
明
け
の
６

月
29
日（
水
）、
三
島
野
支
店
に
て
「
ゴ
キ

ブ
リ
団
子
作
り
教
室
」
が
開
催
さ
れ
16
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
昨
年
、「
全
然
ゴ
キ
ブ

リ
を
見
な
く
な
っ
た
ね
」
と
大
変
好
評
で
、

今
年
も
引
き
続
き
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
５
月
号
の
『
家
の
光
』
に

掲
載
さ
れ
た
記
事
「
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
大
研

究
」
を
参
考
に
、
本
部
生
活
指
導
員
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。「
ゴ
キ
ブ
リ
団

子
」
と
は
、
グ
リ
セ
リ
ン
の
匂
い
に
誘
わ

れ
食
べ
る
と
、
脱
水
状
態
に
な
り
、
そ
の

フ
ン
を
食
べ
た
ゴ
キ
ブ
リ
も
お
さ
ら
ば
と

７　いみず野だより

なかなか

難しいなあ

たくさん
作るぞ〜！

作りやすい分量
（ペットボトルの蓋で
� 10〜15個）
米ぬか ………………70g
ホウ酸 ………………20g
グリセリン …………10g
水 ……………………40ml

“枝豆の梅わさび寿司”材 料
米………………………………� ３カップ
水………………………………� ３カップ
枝豆……………………………� ２００ｇ
塩………………………………� 適量
梅わさび酢
エーコープらっきょう酢……� １００cc
梅干し…………………………� ３～４個
わさび…………………………� 小さじ２
にんじん………………………� １／２本
油あげ…………………………� １枚
干し椎茸………………………� ３枚
煮汁
しょうゆ………………………� 大さじ１
砂糖……………………………� 大さじ１
エーコープ新調味みりん風…� 大さじ１
干し椎茸戻し汁………………� ３００cc
しょうが………………………� ３０ｇ
卵………………………………� ２個
砂糖・塩・油…………………� 適量
いり白ごま……………………� 大さじ２

１　米は洗ってザルにあげて水気をきり、分
量の水を加えて30分以上おいて、炊く。

２　枝豆は塩茹でし、さやから取り出す。梅干しは種を除き、包丁
でたたく。にんじんは皮をむき、せん切りし、油あげは細切りにす
る。干し椎茸は戻して、細切りにします。（※戻し汁は捨てない）
しょうがはみじん切りし、卵は砂糖・塩で調味し、錦糸卵にする。

３　梅わさび酢を合わせ、枝豆を漬ける。
４　鍋に煮汁の調味料を入れて軽く沸騰させ、にんじん・油あげ・
干し椎茸を入れる。煮汁が少なくなるまで煮て粗熱をとる。

５　ご飯が炊けたら枝豆を漬けておいた梅わさび酢を、枝豆ごと混
ぜてすし飯を作り、④としょうが、いり白ごまを加えて混ぜる。

６　器に盛り、錦糸卵をちらして、出来上がり。

作り方
（６～７人分）



いみず野だより　８

お問合せ先 いみず野農機センター TEL：52-0455 ／ 小杉農機センター TEL：55-1765
新 湊 農 機 セ ン タ ー TEL：82-8530

ー お問い合わせはお近くのJA農機センターへ ー

富山県JAグループ／JA全農とやま

お盆用切花

花の即売会 小杉低温倉庫・「菜っちゃん」新湊店 にて

日 付

場 所

８月12日（金）
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